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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
し
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
会
の
運
営
に
心
温
ま
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
わ
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済
や
社
会
へ
の
影
響
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
世
界
が
そ
れ
を
克
服
し
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
年
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

昨
年
は
福
寿
園
が
創
立
40
周
年
、
本
会
も
設
立
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
は

そ
の
節
目
と
し
て
、
日
頃
か
ら
「
福
祉
の
心
」
絵
手
紙
作
品
募
集
で
毎
年
素
晴
ら
し
い

作
品
を
ご
応
募
い
た
だ
い
て
い
る
各
市
町
の
小
学
校
に
福
祉
教
育
用
品
の
寄
贈
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
福
寿
園
は
田
原
市
立
田
原
福
祉
専
門
学
校
の
移
管
を
受
け
、
こ
の
4
月
よ
り

新
た
に
田
原
福
祉
グ
ロ
ー
バ
ル
専
門
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
重
要
な
年
で
も
あ

り
ま
す
。
本
会
も
将
来
の
福
祉
を
担
う
人
材
の
育
成
の
一
助
と
な
る
よ
う
介
護
人
材
育

成
基
金
の
創
設
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
歴
史
上
の
大
転
換
点
に
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
も
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
相
手
を
思
い
や
り
、
支
え
合
っ
て
い
く
福
祉
の

心
を
育
み
、
皆
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
地
域
で
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む
活
動
を
広
げ
、
福

寿
園
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
福
祉
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
多
く
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 福

寿
園
を
は
ぐ
く
む
会「
未の
ぞ
み来

」

会
長　

小
久
保 

三
夫
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多
く
の
会
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会
「
未
来
」

は
設
立
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
社
会
に“
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む
”

こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
福
祉
の
心
」
絵
手
紙
は
、
福
寿

園
が
所
在
す
る
愛
知
県
内
の
各
地
域

の
小
学
生
に
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
多
く
の
子
供

た
ち
か
ら
応
募
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

昨
年
度
は
田
原
市
内
3
，2
3
9
枚
、

豊
田
市
内
で
は
1
，1
8
0
枚
、
武

豊
町
か
ら
1
，0
2
3
枚
の
ご
応
募

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

16
年
間
続
い
て
い
る

「
福
祉
の
心
」
絵
手
紙

愛
知
県
知
事
賞
　
荒
木
大
地
さ
ん

愛
知
県
議
会
議
長
賞
　
谷
川
斗
輝
さ
ん

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会「
未の

ぞ
み来
」の
あ
ゆ
み

特集
平
成
13
年
2
月

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会「
未
来
」設
立

　
　
　
　
6
月

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会
会
報「
未
来
」創
刊（
現
在
39
号
発
行
中
）

　
　
　
　
8
月

福
寿
園
の
各
夏
祭
り
で
地
域
の
方
々
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
う
ち
わ
、タ

オ
ル
、風
鈴
な
ど
を
配
布（
以
後
毎
年
継
続
）

平
成
14
年
～

東
三
河
、豊
田
、知
多
地
区
の
各
地
に
お
い
て
、社
会
還
元
事
業
を

開
催

平
成
15
年
11
月

社
会
還
元
事
業（
知
多
地
区
）「
福
寿
園
感
謝
の
集
い
」

武
豊
町
中
央
公
民
館

講
演　
「
生
き
る
限
り
、大
き
な
花
を
咲
か
せ
た
い
」

講
師　
正
司 

花
枝 

氏

平
成
16
年
7
月

福
祉
の
心
絵
手
紙
～
渥
美
半
島
に
広
げ
よ
う
～
開
始

　
　
　
　
12
月

社
会
還
元
事
業（
東
三
河
地
区
）

「
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む
集
い
」

田
原
市
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

　
「
お
じ
い
さ
ん・お
ば
あ
さ
ん
を
誰
が

　
　
面
倒
み
る
の
？
」

平
成
18
年
3
月

社
会
還
元
事
業（
豊
田
地
区
）「
み
ん
な
で
は
ぐ
く
む
福
祉
の
心
」

豊
田
市
民
文
化
会
館

講
演　
「
今
、幸
せ
でっ
か
？
～
高
齢
者
と
豊
か
に
共
生
し
よ
う
～
」

講
師　
大
村　
崑
氏

コ
ン
サ
ー
ト　
ア
ン
ト
ニ
オ
古
賀 

氏

　
　
　
　
12
月

社
会
還
元
事
業（
知
多
地
区
）「
福
寿
園
感
謝
の
集
い
」

武
豊
町
民
会
館（
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ
）

講
演「
よ
り
若
々
し
く
、美
し
く
生
き
る
」

講
師　
小
林 

良
正 

氏

平
成
19
年
12
月

社
会
還
元
事
業（
東
三
河
地
区
）「
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む
集
い
」

田
原
市
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

講
演　
「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

楽
し
い
生
活
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」

講
師　
は
か
ま
満
緒 

氏

平
成
21
年
3
月

社
会
還
元
事
業（
豊
田
地
区
）「
み
ん
な
で
は
ぐ
く
む
福
祉
の
心
」

豊
田
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

一
部　
女
性
合
唱　
コ
ー
ロ・マ
コ

　
～
み
ん
な
で
歌
お
う
日
本
の
心
～

二
部　
講
演　
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
講
師　
ア
グ
ネ
ス・チ
ャ
ン 

氏

平
成
21
年
12
月

社
会
還
元
事
業（
知
多
地
区
）「
福
寿
園
感
謝
の
集
い
」

武
豊
町
民
会
館（
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ
）

講
演　
「
健
康
は
笑
い
か
ら
」

講
師　
三
笑
亭
夢
之
助 

氏

平
成
22
年
6
月

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会「
未
来
」設
立
10
周
年
記
念
講
演
会

田
原
福
寿
園
ひ
ま
わ
り
ホ
ー
ル

講
演　
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
」

講
師　
藤
原 

正
彦 

氏

平
成
24
年
2
月

社
会
還
元
事
業（
豊
田
地
区
）「
み
ん
な
で
は
ぐ
く
む
福
祉
の
心
」

豊
田
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

講
演　
「
泣
い
て
笑
って
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
珍
道
中

　
　
　
　
～
心
豊
か
に
自
分
ら
し
く
生
き
る
～
」

講
師　
東 

ち
づ
る 

氏

　
　
　
　
12
月

社
会
還
元
事
業（
知
多
地
区
）「
福
寿
園
感
謝
の
集
い
」

武
豊
町
民
会
館（
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ
）

講
演　
「
～
女
優・妻・母
～　

二
人
三
脚
で
乗
り
越
え
た

介
護
の
日
々
」

講
師　
小
山 

明
子 

氏

平
成
25
年
12
月

社
会
還
元
事
業（
東
三
河
地
区
）「
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む
集
い
」

田
原
市
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

講
演　
「
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
」

講
師　
岡
田 

太
造 

氏

平
成
26
年
7
月

福
祉
の
心
絵
手
紙
～
知
多
半
島
に
広
げ
よ
う
～
開
始

　
　
　
　
11
月

社
会
還
元
事
業（
豊
田
地
区
）「
み
ん
な
で
は
ぐ
く
む
福
祉
の
心
」

豊
田
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

一
部　
我
が
街
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
養
成
の
取
組
み

二
部　
講
演　
「
笑
い
は
心
の
栄
養
剤
」

　
　
　
講
師　
三
遊
亭
円
楽 

氏

平
成
27
年
10
月

社
会
還
元
事
業（
知
多
地
区
）「
福
寿
園
感
謝
の
集
い
」

武
豊
町
民
会
館（
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ
）

講
演　
「
フ
ァ
！
は
フ
ァ
イ
ト
の
フ
ァ

～
夫
の
介
護
の
中
で
歌
い

　
続
け
て
～
」

講
師　
ペ
ギ
ー
葉
山 

氏

平
成
28
年
7
月

福
祉
の
心
絵
手
紙
～
豊
田
市
に
広
げ
よ
う
～
開
始

　
　
　
　
11
月

社
会
還
元
事
業（
東
三
河
地
区
）「
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む
集
い
」

田
原
市
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

講
演　
「
最
新
の
心
臓
病
医
療
と
心
臓
病
に
な
ら
な
い
食
事
」

講
師　
豊
橋
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
院
長　
鈴
木 

孝
彦 

氏

平
成
29
年
11
月

社
会
還
元
事
業（
豊
田
地
区
）「
み
ん
な
で
は
ぐ
く
む
福
祉
の
心
」

豊
田
市
福
祉
セ
ン
タ
ー　
大
ホ
ー
ル

映
画
上
映　
「
つ
む
ぐ
も
の
」

講
演・講
師　
同
映
画
監
督　
犬
童 

一
利 

氏

平
成
30
年
11
月

社
会
還
元
事
業（
知
多
地
区
）「
福
寿
園
感
謝
の
集
い
」

武
豊
町
民
会
館(

ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ)

講
演　
「
ね
た
き
り
社
長　
佐
藤
仙
務
の
挑
戦
」

講
師　
㈱
仙
拓　
佐
藤 

仙
務 

氏

令
和
元
年
11
月

社
会
還
元
事
業（
東
三
河
地
区
）「
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む
集
い
」

田
原
市
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

席
上
揮
毫　
金
澤
翔
子 

氏

講
演　
「
ダ
ウ
ン
症
の
娘
と
共
に
生
き
て
」　

講
師　
金
澤 

泰
子 

氏

令
和
2
年

田
原
市
、豊
田
市
9
校
、武
豊
町
の
各
小
学
校
に
福
寿
園
創
立
40

周
年
、は
ぐ
く
む
設
立
20
周
年
記
念
と
し
て
福
祉
教
育
用
品
を

寄
贈
。
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平
成
13
年
2
月

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会「
未
来
」設
立

　
　
　
　
6
月

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会
会
報「
未
来
」創
刊（
現
在
39
号
発
行
中
）

　
　
　
　
8
月

福
寿
園
の
各
夏
祭
り
で
地
域
の
方
々
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
う
ち
わ
、タ

オ
ル
、風
鈴
な
ど
を
配
布（
以
後
毎
年
継
続
）

平
成
14
年
～

東
三
河
、豊
田
、知
多
地
区
の
各
地
に
お
い
て
、社
会
還
元
事
業
を

開
催

平
成
15
年
11
月

社
会
還
元
事
業（
知
多
地
区
）「
福
寿
園
感
謝
の
集
い
」

武
豊
町
中
央
公
民
館

講
演　
「
生
き
る
限
り
、大
き
な
花
を
咲
か
せ
た
い
」

講
師　
正
司 

花
枝 

氏

平
成
16
年
7
月

福
祉
の
心
絵
手
紙
～
渥
美
半
島
に
広
げ
よ
う
～
開
始

　
　
　
　
12
月

社
会
還
元
事
業（
東
三
河
地
区
）

「
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む
集
い
」

田
原
市
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

　
「
お
じ
い
さ
ん・お
ば
あ
さ
ん
を
誰
が

　
　
面
倒
み
る
の
？
」

平
成
18
年
3
月

社
会
還
元
事
業（
豊
田
地
区
）「
み
ん
な
で
は
ぐ
く
む
福
祉
の
心
」

豊
田
市
民
文
化
会
館

講
演　
「
今
、幸
せ
でっ
か
？
～
高
齢
者
と
豊
か
に
共
生
し
よ
う
～
」

講
師　
大
村　
崑
氏

コ
ン
サ
ー
ト　
ア
ン
ト
ニ
オ
古
賀 

氏

　
　
　
　
12
月

社
会
還
元
事
業（
知
多
地
区
）「
福
寿
園
感
謝
の
集
い
」

武
豊
町
民
会
館（
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ
）

講
演「
よ
り
若
々
し
く
、美
し
く
生
き
る
」

講
師　
小
林 

良
正 

氏

平
成
19
年
12
月

社
会
還
元
事
業（
東
三
河
地
区
）「
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む
集
い
」

田
原
市
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

講
演　
「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

楽
し
い
生
活
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」

講
師　
は
か
ま
満
緒 

氏

平
成
21
年
3
月

社
会
還
元
事
業（
豊
田
地
区
）「
み
ん
な
で
は
ぐ
く
む
福
祉
の
心
」

豊
田
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

一
部　
女
性
合
唱　
コ
ー
ロ・マ
コ

　
～
み
ん
な
で
歌
お
う
日
本
の
心
～

二
部　
講
演　
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
講
師　
ア
グ
ネ
ス・チ
ャ
ン 

氏

平
成
21
年
12
月

社
会
還
元
事
業（
知
多
地
区
）「
福
寿
園
感
謝
の
集
い
」

武
豊
町
民
会
館（
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ
）

講
演　
「
健
康
は
笑
い
か
ら
」

講
師　
三
笑
亭
夢
之
助 

氏

平
成
22
年
6
月

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会「
未
来
」設
立
10
周
年
記
念
講
演
会

田
原
福
寿
園
ひ
ま
わ
り
ホ
ー
ル

講
演　
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
」

講
師　
藤
原 

正
彦 

氏

平
成
24
年
2
月

社
会
還
元
事
業（
豊
田
地
区
）「
み
ん
な
で
は
ぐ
く
む
福
祉
の
心
」

豊
田
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

講
演　
「
泣
い
て
笑
って
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
珍
道
中

　
　
　
　
～
心
豊
か
に
自
分
ら
し
く
生
き
る
～
」

講
師　
東 

ち
づ
る 

氏

　
　
　
　
12
月

社
会
還
元
事
業（
知
多
地
区
）「
福
寿
園
感
謝
の
集
い
」

武
豊
町
民
会
館（
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ
）

講
演　
「
～
女
優・妻・母
～　

二
人
三
脚
で
乗
り
越
え
た

介
護
の
日
々
」

講
師　
小
山 

明
子 

氏

平
成
25
年
12
月

社
会
還
元
事
業（
東
三
河
地
区
）「
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む
集
い
」

田
原
市
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

講
演　
「
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
」

講
師　
岡
田 

太
造 

氏

平
成
26
年
7
月

福
祉
の
心
絵
手
紙
～
知
多
半
島
に
広
げ
よ
う
～
開
始

　
　
　
　
11
月

社
会
還
元
事
業（
豊
田
地
区
）「
み
ん
な
で
は
ぐ
く
む
福
祉
の
心
」

豊
田
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

一
部　
我
が
街
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
養
成
の
取
組
み

二
部　
講
演　
「
笑
い
は
心
の
栄
養
剤
」

　
　
　
講
師　
三
遊
亭
円
楽 

氏

平
成
27
年
10
月

社
会
還
元
事
業（
知
多
地
区
）「
福
寿
園
感
謝
の
集
い
」

武
豊
町
民
会
館（
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ
）

講
演　
「
フ
ァ
！
は
フ
ァ
イ
ト
の
フ
ァ

～
夫
の
介
護
の
中
で
歌
い

　
続
け
て
～
」

講
師　
ペ
ギ
ー
葉
山 

氏

平
成
28
年
7
月

福
祉
の
心
絵
手
紙
～
豊
田
市
に
広
げ
よ
う
～
開
始

　
　
　
　
11
月

社
会
還
元
事
業（
東
三
河
地
区
）「
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む
集
い
」

田
原
市
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

講
演　
「
最
新
の
心
臓
病
医
療
と
心
臓
病
に
な
ら
な
い
食
事
」

講
師　
豊
橋
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
院
長　
鈴
木 

孝
彦 

氏

平
成
29
年
11
月

社
会
還
元
事
業（
豊
田
地
区
）「
み
ん
な
で
は
ぐ
く
む
福
祉
の
心
」

豊
田
市
福
祉
セ
ン
タ
ー　
大
ホ
ー
ル

映
画
上
映　
「
つ
む
ぐ
も
の
」

講
演・講
師　
同
映
画
監
督　
犬
童 

一
利 

氏

平
成
30
年
11
月

社
会
還
元
事
業（
知
多
地
区
）「
福
寿
園
感
謝
の
集
い
」

武
豊
町
民
会
館(

ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ)

講
演　
「
ね
た
き
り
社
長　
佐
藤
仙
務
の
挑
戦
」

講
師　
㈱
仙
拓　
佐
藤 

仙
務 

氏

令
和
元
年
11
月

社
会
還
元
事
業（
東
三
河
地
区
）「
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む
集
い
」

田
原
市
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

席
上
揮
毫　
金
澤
翔
子 

氏

講
演　
「
ダ
ウ
ン
症
の
娘
と
共
に
生
き
て
」　

講
師　
金
澤 

泰
子 

氏

令
和
2
年

田
原
市
、豊
田
市
9
校
、武
豊
町
の
各
小
学
校
に
福
寿
園
創
立
40

周
年
、は
ぐ
く
む
設
立
20
周
年
記
念
と
し
て
福
祉
教
育
用
品
を

寄
贈
。



「福寿園をはぐくむ会」入会のお願い
この会は、福寿園のネットワークを通じて、社

会福祉の進展に寄与したいと考える有志の集まり
です。会の活動を通じて「福祉」をはぐくみ、「福
祉の心」を大切に守っていきたいと思います。

どうか多くの方々にこの趣旨をご理解いただき
ご賛同賜りますようお願い申し上げます。

福寿園をはぐくむ会「未来」
会長　小久保三夫

※入会についての詳細は右記事務所までご連絡下さい。

事
務
所

◆本部および東三河地区連絡事務所
社会福祉法人福寿園本部内
〒441-3413 田原市六連町神ノ釜9-3　TEL（0531）27-0008
特別養護老人ホーム渥美福寿園内
〒441-3618 田原市小中山町一膳松1番地93　TEL（0531）34-6688
◆豊田地区連絡事務所

特別養護老人ホーム豊田福寿園内
〒470-0376 豊田市高町東山7番地46　TEL（0565）45-8880
特別養護老人ホームみなみ福寿園内
〒470-1206 豊田市永覚新町5丁目194　TEL（0565）24-8888
特別養護老人ホームひまわりの街内
〒473-0911 豊田市本町本竜48　TEL（0565）51-0880
◆知多地区連絡事務所

特別養護老人ホーム武豊福寿園内
〒470-2521 知多郡武豊町大字東大高字鎮守33-2　TEL（0569）72-8811
特別養護老人ホームくすのきの里内
〒470-2309 知多郡武豊町字梨子ノ木475番地　TEL（0569）74-1688
特別養護老人ホーム東海福寿園内
〒477-0033 東海市中ノ池3丁目1-9　TEL（0562）39-2288

昨
年
は
福
寿
園
創
立
40
周
年
な
ら
び
に
福
寿

園
を
は
ぐ
く
む
会
「
未
来
」
設
立
20
周
年
記
念

の
節
目
の
年
で
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
、
毎
年

「
福
祉
の
心
」
絵
手
紙
に
作
品
を
応
募
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
各
小
学
校
に
福
祉
教
育
用
品
、

図
書
等
の
寄
贈
を
行
い
ま
し
た
。

福
祉
教
育
の
充
実
に
役
立
て
て
い
た
だ
こ
う

と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
I
C
T
で
活
用
で
き
る
可

動
式
大
型
モ
ニ
タ
ー
、
介
護
体
験
で
使
用
で
き

る
車
椅
子
や
ケ
ア
ス
ロ
ー
プ
、
福
祉
関
係
図
書

等
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
11
月
13
日
に
武
豊
町
役
場
に
お
い

て
籾
山
町
長
に
目
録
を
贈
呈
し
、
続
き
、
12
月

4
日
に
田
原
市
役
所
に
お
い
て
山
下
市
長
に
目

録
の
贈
呈
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

豊
田
地
区
は
9
校
を
代
表
し
、
12
月
7
日
に
大

林
小
学
校
の
児
童
代
表
に
目
録
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
に
対
し
、
各
市
町
か
ら
福
寿
園

と
は
ぐ
く
む
会
に
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
絵
手
紙
事
業
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
寄
贈
を
き
っ
か
け
に
小
学
生
の
福
祉

教
育
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
福
寿
園
、
は
ぐ

く
む
会
と
各
小
学
校
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
次
代
を
担
う
子
供
達
に
福
祉
の
心
を

は
ぐ
く
み
、
思
い
や
り
に
満
ち
た
明
る
い
社
会

を
作
る
一
助
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

東三河地区

豊田地区

知多地区

山下田原市長に可動式大型モニターを寄贈しました。

豊田市立大林小学校にケアスロープを寄贈しました。

籾山武豊町長に福祉関係図書や車いすや杖など福祉教育
用品を贈呈しました。

福
寿
園
創
立
40
周
年・

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会「
未の

ぞ
み来
」20
周
年
記
念
事
業




